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佐賀大学 

【NO75 佐賀大学】 

 

 

 

 佐賀大学 工学分野 

 

学部等の教育研究 

組織の名称 

 

理工学部（第１年次:490 第３年次:20） 

大学院工学系研究科（Ｍ:184 Ｄ:24） 

海洋エネルギー研究センター 

 

 沿     革 

 

 

 

 

 

大正９（1920）年 佐賀高等学校創立 

昭和24（1949）年 佐賀大学文理学部設置 

昭和41（1966）年 理工学部設置（改組） 

昭和50（1975）年 大学院工学研究科修士課程設置 

昭和58（1983）年 大学院工学研究科を大学院理工学研究科に改称 

平成３（1991）年 大学院理工学研究科修士課程を改組し、大学院工学系 

研究科博士前期課程・後期課程を設置 

平成14（2002）年 海洋エネルギー研究センター設置 

平成22（2010）年 大学院工学系研究科博士前期課程・後期課程再編（改

組）                      

海洋エネルギー研究センターが共同利用・共同研究拠

点に認定 

 

設 置 目 的 等 

   

   

   

   

   

   

 

 

  

佐賀大学理工学部・工学系研究科の母体である佐賀大学文理学部

は、広く教養的知識を授けると共に深く人文科学、社会科学、自然科

学、農学に関する専門の学芸を教授研究し、知的道徳的及び応用的能

力を有する人材を養成することを目的として昭和24年に設置された。 

昭和41年、佐賀県は近代産業遺産群跡に見られるように、近代産業

の発祥の地であり、経済発展の源は産業の振興にあると先見し、多数

の技術者の人材需要への対応という要望に応じ、また、県内高等学校

卒業者の地元大学への進路を開拓するため、文理学部を改組し経済学

部及び教養部とともに理工学部が設置された。 
昭和50年、工学の各分野にわたって教育と研究を通じて高度の技術

を身につけた若い人材の育成を目的として工学研究科が設置された。 

 平成3年、理工融合の研究及び教育理念に基づいた創造力と実践力

を備えた国際性豊かな高度専門技術者や研究者を養成する目的で、理

工学研究科を改組し工学系研究科を設置した。 

平成14年に設置された佐賀大学海洋エネルギー研究センターは海

洋エネルギーとその複合利用分野の研究教育を目的とし、平成17年に

は全国共同利用施設、平成22年には共同利用・共同研究拠点とされた。 
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平成22年、人間と環境に優しい社会の構築を目指して社会や地域の

持続的発展に貢献できる人材の育成を目的に工学系研究科博士前期

課程を、また豊かな人間性と幅広い視野、深い専門的知識・能力、創

造性に優れた研究・開発能力をもった人材の育成を目的に、工学系研

究科博士後期課程を改組するとともに工学系研究科に教員組織を置

いた。 

 

 強みや特色、        

 社会的な役割        

 

 

 

 

佐賀大学の工学分野は、県内唯一の工学系高等教育機関として、地

域と共に未来に向けて発展し続けることを目指して教育、研究、社会

貢献に取り組んでおり、以下の強みや特色、社会的な役割を有してい

る。 

 

○ 日中韓及びＡＳＥＡＮ諸国（タイ、ベトナム、インドネシアを中

心として）等をはじめとする世界に通用する工学系高度人材育成の

理念のもと、化学、機械、電気電子分野などの高度な技術者等の育

成とともに、異分野融合のシステムを創成する高度な研究能力を有

する先導的な人材を育成する役割を果たす。 

 

○ 佐賀県をはじめとする周辺地域の理工学教育の機会均等に寄与

する。 
 
○ 地球環境科学・エネルギー科学などのグローバル人材育成を目指

した教育プログラム、三次元細胞培養技術・人工関節技術をはじめ

とした医工融合の大学院教育などの特色ある教育や国際的通用性

のある認定プログラムを積極的に推進してきた実績を生かし、国際

的水準を踏まえた教育改革を進める。グローバルに活躍できる工学

系人材を育成する学部・大学院教育を目指して不断の改善・充実を

図るとともに、２１世紀に創出される新しい工学分野で活躍し、日

本の産業経済の発展に寄与する人材の育成を効果的に行うことが

できる工学教育を充実する改革を進める。 
 

○ 海洋エネルギー創成に関する研究（海洋温度差発電・波力発電）

において、国際エネルギー機関（ＩＥＡ）の海洋エネルギーに関す

る日本代表として、世界トップレベルを目指す先端的な研究を推進

する。 

 

○ 低平地における防災工学、自然エネルギーの多様的変換技術と電

力貯蔵、シンクロトロン光応用などにおける研究実績により先端的

な研究を推進する。 
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○ 「有明海の環境問題」などの地域の課題や「高齢者・高福祉社会」

の抱える社会的課題に一層積極的に取り組む。 

 

○ 博士後期課程への社会人受入機能の強化、産学官包括連携協定事

業の「ものづくり技術者育成講座」や教員免許更新講習への協力、

産業・理科教育教員派遣研修制度での受入れなどにより、社会人に

最新の知識及び高度な技術を教授する役割を果たす。 

 


